
『ふ る さ と長 崎県』 の発行 にあた って

私 た ちの ふ る さ と長 崎 県 は、 山 の雲仙 、海 の西 海 の二 つ の 国立 公 園 に

代 表 され る よ う に、 美 しい景 観 と豊 か な 自然 に 恵 まれ て い ます 。 ま た、

古 い 時代 か ら外 国 文化 を受 け入 れ る窓口 と して重 要 な役 割 を果 た し、 我

が 国 の近 代 化 を リー ド して き ま した。 地 理 的 に も歴 史的 に も、全 国 に誇

れ るす ば ら しい ふ る さとです 。

ま た、 「明 治 日本 の産 業 革 命 遺 産 製 鉄 ・製 鋼 、 造船 、石 炭 産 業 」 に

引 き続 き、 「長 崎 と天 草 地方 の潜 伏 キ リシ タ ン関 連 遺 産」 が世 界 文 化 遺

産 に登 録 され ま した。 文化 面 に お け る本 県 のす ば ら しさが世 界 に発 信 さ

れ る ことは 大変 喜 ば しい ことです 。

さて、今日 の社 会 は 急速 に グロ ーバ ル化 が進 ん で お り、 中 学 生 の み な

さん に は 、 国際 社 会 に 生 き る 日本 人 と して た く ま し く成 長 し、世 界 の

人 々 と手 を携 え な が ら生 きて い く こ とが 求め られ ます 。 その ため に は 、

まず 、 自分 た ちが 暮 らす ふ る さと につ い て、 先 人 の歩 み や伝 統 文化 に対

す る理 解 を深め る こ とが 大切 です 。 その こ とが 、 日本 人 と して の 自覚 を

持 ち、 国際 社 会 で 主体 的 に生 き るカへ とつ なが り ます。

この本 は、 中 学 生 の み な さんが本 県 の 自然 、歴 史 、 文化 、 産 業 な ど を学

習す る際 に活 用 して も らう ため に発 行 し、 改訂 を重 ね て きた本 県独 自の学

習教材 です 。 それ ぞれ の地 域 の よ さ を再発 見 し、郷 土 に対 す る誇 りと愛 情

を育 み、将 来へ の 夢 や憧 れ、 志 をふ く らませ る こと を願 っ て い ます。

各 学校 に お か れ て は、 社 会科 や総 合 的 な学 習 の 時 間 等 に お け る積 極 的

な活 用 を お願 い します 。 ま た、 校 外 学 習 な どの機 会 に 県 内 各 地 の文 化 施

設 を訪 問 し、歴 史 と文 化 に あ ふ れ る 「ふ る さと長 崎 県」 の姿 を肌 で感 じ

と る な ど、 各 学 校 に お け る郷 土 学 習 が一 層 推 進 され ます こ と を心 か ら

願 っ て お り ます 。
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